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1. 「小学校学習指導要領」と「単元の評価規準」の関係
「小学校学習指導要領」
→「内容のまとまりごとの評価規準」
→「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」
→「単元の評価規準」

2. 「単元の評価規準」と「指導と評価の計画」の関係
• 「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の文言は同一
• 「指導に生かす評価」，「総括の資料にするために記録に残す評価」

3. 単元における観点別学習状況の評価の進め方
• 「知識・技能」
• 「思考・判断・表現」
• 「主体的に学習に取り組む態度」
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第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
１ 小学校算数科の「内容のまとまり」
２ 小学校算数科における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順

第３編 単元ごとの学習評価について（事例）
第１章「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえた評価規準の作成
１ 本編事例における学習評価の進め方について
２ 単元の評価規準の作成のポイント
（１）算数科における単元及び単元の目標を作成する手順
（２）単元の評価規準の作成の手順
（３）「内容のまとまりごとの評価規準」をもとに，【観点ごとのポイント】を踏まえ，

「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成する
（４）「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」から「単元の評価規準」を作成する例

第２章 学習評価に関する事例について
１ 事例の特徴
２ 各事例概要一覧と事例
事例１ 指導と評価の計画から評価の総括まで 「余りのあるわり算」（第３学年）
事例２ 「思考・判断・表現」の評価 「分数のわり算」（第６学年）
事例３ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価

「四角形と三角形の面積」（第５学年）
事例４ 「Ｄ データの活用」の評価 「表と棒グラフ」（第３学年）

『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【小学校算数】』第２・３編の構成



1. 小学校算数科における
「小学校学習指導要領」と「単元の評価規準」の関係

「小学校学習指導要領」
→「内容のまとまりごとの評価規準」
→「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」
→「単元の評価規準」



１（１）小学校算数科の「内容のまとまり」
〔第１学年〕
「Ａ数と計算」(1) 数の構成と表し方
「Ａ数と計算」(2) 加法，減法
「Ｂ図形」(1) 図形についての理解の基礎
「Ｃ測定」(1) 量と測定についての理解の基礎
「Ｃ測定」(2) 時刻の読み方
「Ｄデータの活用」(1) 絵や図を用いた数量の表現

〔第２学年〕
「Ａ数と計算」(1) 数の構成と表し方
「Ａ数と計算」(2) 加法，減法
「Ａ数と計算」(3) 乗法
「Ｂ図形」(1) 三角形や四角形などの図形
「Ｃ測定」(1) 長さやかさの単位と測定
「Ｃ測定」(2) 時間の単位
「Ｄデータの活用」(1) 簡単な表やグラフ

〔第３学年〕
「Ａ数と計算」(1) 数の表し方
「Ａ数と計算」(2) 加法，減法
「Ａ数と計算」(3) 乗法
「Ａ数と計算」(4) 除法
「Ａ数と計算」(5) 小数の意味と表し方
「Ａ数と計算」(6) 分数の意味と表し方
「Ａ数と計算」(7) 数量の関係を表す式
「Ａ数と計算」(8) そろばん
「Ｂ図形」(1) 二等辺三角形，正三角形などの図形
「Ｃ測定」(1) 長さ，重さの単位と測定

「Ｃ測定」(2) 時刻と時間
「Ｄデータの活用」(1) 表と棒グラフ

〔第４学年〕
「Ａ数と計算」(1) 整数の表し方
「Ａ数と計算」(2) 概数と四捨五入
「Ａ数と計算」(3) 整数の除法
「Ａ数と計算」(4) 小数の仕組みとその計算
「Ａ数と計算」(5) 同分母の分数の加法，減法
「Ａ数と計算」(6) 数量の関係を表す式
「Ａ数と計算」(7) 四則に関して成り立つ性質
「Ａ数と計算」(8) そろばん
「Ｂ図形」(1) 平行四辺形､ひし形､台形などの平面図形
「Ｂ図形」(2) 立方体，直方体などの立体図形
「Ｂ図形」(3) ものの位置の表し方
「Ｂ図形」(4) 平面図形の面積
「Ｂ図形」(5) 角の大きさ
「Ｃ変化と関係」(1) 伴って変わる二つの数量
「Ｃ変化と関係」(2) 簡単な場合についての割合
「Ｄデータの活用」(1) データの分類整理

〔第５学年〕
「Ａ数と計算」(1) 整数の性質
「Ａ数と計算」(2) 整数，小数の記数法
「Ａ数と計算」(3) 小数の乗法，除法
「Ａ数と計算」(4) 分数の意味と表し方
「Ａ数と計算」(5) 分数の加法，減法
「Ａ数と計算」(6) 数量の関係を表す式

「Ｂ図形」(1) 平面図形の性質
「Ｂ図形」(2) 立体図形の性質
「Ｂ図形」(3) 平面図形の面積
「Ｂ図形」(4) 立体図形の体積
「Ｃ変化と関係」(1) 伴って変わる二つの数量の関係
「Ｃ変化と関係」(2) 異種の二つの数量の割合
「Ｃ変化と関係」(3) 割合
「Ｄデータの活用」(1) 円グラフや帯グラフ
「Ｄデータの活用」(2) 測定値の平均

〔第６学年〕
「Ａ数と計算」(1) 分数の乗法，除法
「Ａ数と計算」(2) 文字を用いた式
「Ｂ図形」(1) 縮図や拡大図，対称な図形
「Ｂ図形」(2) 概形とおよその面積
「Ｂ図形」(3) 円の面積
「Ｂ図形」(4) 角柱及び円柱の体積
「Ｃ変化と関係」(1) 比例
「Ｃ変化と関係」(2) 比
「Ｄデータの活用」(1) データの考察
「Ｄデータの活用」(2) 起こり得る場合

参考資料pp.27-29



小学校学習指導要領 第３学年 Ａ 数と計算

（4） 除法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身につけること。
(ア) 除法の意味について理解し，それが用いられる場合について知ること。

また，余りについて知ること。
(イ) 除法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること。
(ウ) 除法と乗法や減法との関係について理解すること。
(エ) 除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。
(オ) 簡単な場合について，除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方を知ること。
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ア) 数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，

計算に関して成り立つ性質を見いだしたりするとともに，その性質を
活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。

(イ) 数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと。

１（２）小学校算数科における小学校学習指導要領の記述の特徴

参考資料p.45



１（３）第３学年（４）除法 内容のまとまりごとの評価規準（例）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・除法の意味について理解し，それが用いられる場合につい
て知っている。また，余りについて知っている。
・除法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったり
することができる。
・除法と乗法や減法との関係について理解している。
・除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできる。
・簡単な場合について，除数が１位数で商が２位数の除
法の計算の仕方を知っている。

・数量の関係に着目し，計算の意味や計算の
仕方を考えたり，計算に関して成り立つ性質を
見いだしたりしているとともに，その性質を活用
して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりし
ている。
・数量の関係に着目し，計算を日常生活に生
かしている。

・除法に進んで関わり，数学的に表現・処理したこと
を振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や学
習に活用しようとしている。

第３学年の目標に対応した評価の観点の趣旨
主体的に学習に取り組む態度
（３）数量や図形に進んで関わり，数学的に表
現・処理したことを振り返り，数学的な処理のよさ
に気付き生活や学習に活用しようとしている。

参考資料p.45

小学校学習指導要領 第３学年 Ａ 数と計算

（4） 除法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身につけること。
(ア) 除法の意味について理解し，それが用いられる場合について知ること。また，余りについて知ること。
(イ) 除法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること。
(ウ) 除法と乗法や減法との関係について理解すること。
(エ) 除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。
(オ) 簡単な場合について，除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方を知ること。
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ア) 数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，計算に関して成り立つ性質を見いだしたり

するとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。
(イ) 数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと。

「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学
校等における児童生徒の学習評価及び指導要録
の改善等について（通知）」別紙４ p.7



１（４）第３学年 除法 具体的な内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に
学習に取り組む態度

• 包含除や等分除など，除法の意
味について理解し，それが用いら
れる場合について知っている。

• 除法が用いられる場面を式に表し
たり，式を読み取ったりすることが
できる。

• 除法と乗法や減法との関係につい
て理解している。

• 除数と商が共に１位数である除
法の計算が確実にできる。

• ・割り切れない場合に余りを出すこ
とや，余りは除数より小さいことを
知っている。

• 簡単な場合について，除数が１
位数で商が２位数の除法の計算
の仕方を理解している。

• 除法が用いられる場面の数量の関係を，
具体物や図などを用いて考えている。

• 除法は乗法の逆算と捉え，除法の計
算の仕方を考えている。

• 余りのある除法の余りについて，日常
生活の場面に応じて考えている。

• 「日常生活の問題」（単なる文章題で
はない。情報過多の問題，算数以外
の教科の問題）を，除法を活用して
解決している。（いろいろな単元が終
わった後に日常生活の中から，もしくは
他教科等で，除法を適切に用いて問
題解決している）

• 簡単な場合について，除数が１位数
で商が２位数の除法の計算の仕方を
考えている。

• 除法が用いられる場面の数量の
関係を，具体物や図などを用い
て考えようとしている。

• 除法が用いられる場面を身の回り
から見付け，除法を用いようとして
いる。（「わり算探し」など）

• 自分が考えた除法の計算の仕方
について，具体物や図と式とを関
連付け，よりよい表現にしていこう
としている。

参考資料pp.45-46

映像エリア



算数科においては，「内容のまとまり」の数が，
学年や領域ごとに違いがある。また，「内容のま
とまり」に示されていることを指導する際の時間数
も「内容のまとまり」ごとに大きく異なる。例えば，
20数時間かかる「内容のまとまり」もあれば，10
数時間で終わってしまうものもある。中には１，
２時間で終わる「内容のまとまり」もある。
単元は，「児童に指導する際に適切な内容の
まとまり」で構成される。
各学校において単元を作成する際には，「内
容のまとまり」で示された内容が多いので，幾つ
かの単元に分けたほうがよい場合がある。また，
「内容のまとまり」をそのまま単元としてよい場合も
ある。さらに，幾つかの「内容のまとまり」を合わせ
て単元とした方がよい場合もある。このことに留意
が必要である。

１（５）算数科における「内容のまとまり」と「単元」の関係
内容のまとまり 単元（例）

第２学年「Ｃ測定」
（１）長さやかさの単位と測定

単元「長さ」
単元「かさ」

第２学年「Ｃ測定」（２）時間の単位 単元「時刻と時間」
第３学年「Ａ数と計算」
（４）除法

単元「わり算」
単元「余りのあるわり算」
単元「大きな数のわり算」

第４学年「Ａ数と計算」
（６）数量の関係を表す式
（７）四則に関して成り立つ性質

単元「式と計算」

第５学年「Ｂ図形」
（３）平面図形の面積

単元「平面図形の面積」

第６学年「Ｂ図形」
（１）縮図や拡大図，対称な図形

単元「縮図や拡大図」
単元「対称な図形」

参考資料p.38



１（６）第３学年 余りのあるわり算 単元の評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に
学習に取り組む態度

・包含除や等分除など，除法の意味
について理解し，それが用いられる場
合について知っている。
・除法が用いられる場面を式に表した
り，式を読み取ったりすることができる。
・除法と乗法や減法との関係について
理解している。
・除数と商が共に１位数である除法の
計算が確実にできる。
・割り切れない場合に余りを出すことや，
余りは除数より小さいことを知っている。
・簡単な場合について，除数が１位
数で商が２位数の除法の計算の仕方
を理解している。

・除法が用いられる場面の数量の関係を，
具体物や図などを用いて考えている。
・除法は乗法の逆算と捉え，除法の計算
の仕方を考えている。
・余りのある除法の余りについて，日常生
活の場面に応じて考えている。
・「日常生活の問題」（単なる文章題では
ない。情報過多の問題，算数以外の教科
の問題）を，除法を活用して解決している。
（いろいろな単元が終わった後に日常生活
の中から，もしくは他教科等で，除法を適
切に用いて問題解決している）
・簡単な場合について，除数が１位数で
商が２位数の除法の計算の仕方を考えて
いる。

・除法が用いられる場面の数量の関
係を，具体物や図などを用いて考えよ
うとしている。
・除法が用いられる場面を身の回りか
ら見付け，除法を用いようとしている。
（「わり算探し」など）
・自分が考えた除法の計算の仕方に
ついて，具体物や図と式とを関連付
け，よりよい表現にしていこうとしている。

参考資料pp.45-46

映像エリア



１（７）事例１ 第３学年 単元「余りのあるわり算」の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に
学習に取り組む態度

① 包含除や等分除など，除法の意
味について理解し，それが用いら
れる場合について知っている。

② 除数と商が共に１位数である除
法の計算が確実にできる。

③ 割り切れない場合に余りを出すこ
とや，余りは除数より小さいことを
知っている。

① 除法が用いられる場面
の数量の関係を，具体
物や図などを用いて考え
ている。

② 余りのある除法の余りに
ついて，日常生活の場
面に応じて考えている。

① 除法が用いられる場面
の数量の関係を，具体
物や図などを用いて考え
ようとしている。

② 除法が用いられる場面
を身の回りから見付け，
除法を用いようとしている。
（「わり算探し」など）

参考資料p.50



「内容のまとまりごとの評価規準」
↓ 評価規準の文言を具体的な書き方で表現を揃える。

「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」
↓ 単元に合わせて，
↓ 「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を
↓ そのまま用いたり，分割したり，組み合わせたりする。

「単元の評価規準」

１（８）単元の評価規準の作成の手順

参考資料p.39

小学校学習指導要領
「内容のまとまり」ごとに示された以下の文言
ア 知識及び技能
イ 思考力・判断力・表現力等

学年目標に示された以下の文言
（３）学びに向かう力，人間性等 の文言を元に



2. 「単元の評価規準」と「指導と評価の計画」の関係
• 「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の文言は同一
• 「指導に生かす評価」，「総括の資料にするために記録に残す評価」



１ 単元の目標
（１）割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し，それが

用いられる場合について知り，その計算が確実にできる。
（２）割り切れない場合の除法の計算の意味や計算の仕方を考えたり，

割り切れない場合の除法を日常生活に生かしたりすることができる。
（３）割り切れない場合の除法に進んで関わり，数学的に表現・処理

したことを振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習に
活用しようとしている。

２（１）事例１ 第３学年 余りのあるわり算の単元の目標

参考資料p.50



２（２）事例１ 第３学年 単元「余りのあるわり算」の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に
学習に取り組む態度

① 包含除や等分除など，除法の意
味について理解し，それが用いら
れる場合について知っている。

② 除数と商が共に１位数である除
法の計算が確実にできる。

③ 割り切れない場合に余りを出すこ
とや，余りは除数より小さいことを
知っている。

① 除法が用いられる場面
の数量の関係を，具体
物や図などを用いて考え
ている。

② 余りのある除法の余りに
ついて，日常生活の場
面に応じて考えている。

① 除法が用いられる場面
の数量の関係を，具体
物や図などを用いて考え
ようとしている。

② 除法が用いられる場面
を身の回りから見付け，
除法を用いようとしている。
（「わり算探し」など）

参考資料p.50



２（３）事例１ 第３学年 単元「余りのあるわり算」指導と評価の計画
時
間

ねらい
・学習活動

評価規準（評価方法）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に

学習に取り組む態度

１・
２

余りがある場合でも除法を用いてよいことや，答
えの見つけ方を具体物や図などを用いて考える。

・思①（行動観
察，ノート分
析）

・態①（行動
観察，ノート分
析）３ 余りがある場合の除法の式の表し方や，余りな

ど用語の意味を知る。
余りと除数の関係を理解する。
・余りと除数の関係を調べる。

・知①（ノート分
析）
・知③（ノート分
析）

４ 等分除の場面についても余りがある場合の除法
が適用できるかを考える。
・等分除の場面で，答えの見つけ方を考える。

○思①（行動観
察，ノート分
析）

５ 余りがある場合の除法計算について，答えの確
かめ方を知る。

・知②（ノート分
析）

６・
７

日常生活の場面に当てはめたときに，商と余りを
どのように解釈すればよいかを考える。
・商に１を加える場合や加えない場合について，
それぞれ考える。

・思②（行動観
察，ノート分
析）

○態①（ノート
分析）

８ 学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。
（章末問題）

・知①②③
（ノート分析）

９ 学習内容の定着を確認する。（評価テスト） ○知①②③
（ペーパーテスト）

○思②（ノート
分析）

10 学習内容を適用して除法の問題を考えたり，解
決し合ったりする。

○態②（ノート
分析）

・：指導に生かす評価
○：総括の資料にするため
に記録に残す評価

参考資料p.52

知識・技能 思考・判断・表
現

主体的に
学習に取り組む

態度

① 包含除や等分除
など，除法の意味に
ついて理解し，それが
用いられる場合につい
て知っている。
② 除数と商が共に
１位数である除法の
計算が確実にできる。
③ 割り切れない場
合に余りを出すことや，
余りは除数より小さい
ことを知っている。

① 除法が用い
られる場面の数
量の関係を，
具体物や図な
どを用いて考え
ている。
② 余りのある
除法の余りにつ
いて，日常生
活の場面に応じ
て考えている。

① 除法が用い
られる場面の数
量の関係を，
具体物や図など
を用いて考えよ
うとしている。
② 除法が用い
られる場面を身
の回りから見付
け，除法を用い
ようとしている。
（「わり算探し」
など）



推奨フォント：メイリオ

2（4）総括のために記録に残す評価と単元の評価の総括
時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 児童の様子に関する特記 総括

Ｄ
児

知 Ｂ ・余りのある除法の計算が確実にできる。（第９時） Ｂ

思 ＊ Ｃ → Ｂ Ｂ
・図を使って説明する際に，等分除と包含除を混同しており，指
導が必要だった。（第３・４時）
・だが，改善された。（第６時）

Ｂ

態 Ｂ Ｃ ・ブロックや図を使って進んで考えようとしていた。（第１時）
・日常生活に結び付けることは難しい。（第10時）

Ｂ

Ｅ
児

知 Ａ ・余りのある除法の計算が確実にできる。（第９時） Ａ

思 Ｂ ＊ Ａ ・余りの意味について自力解決の段階では誤答だったものの，対
話的な学びの中で気付くことができた。（第７時）

Ａ

態 Ｂ Ａ ・日常生活に結び付け，紹介することができた。（第10時） Ｂ

参考資料p.58

事例１ 第３学年 単元「余りのあるわり算」



「知識・技能」：
• 単元の最後の「ペーパーテスト」で「総括の資料にするために記
録に残す評価」

「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」：
• 同じ評価規準については，単元の中で高まると考えて，その評
価機会の後半に「記録に残す評価」

• 主に授業中の「行動観察」や授業後の「ノート分析」で評価

２（５）｢指導と評価の計画｣における観点ごとの評価の方法

＊評価方法
行動観察：机間指導等を通じて捉えた児童の活動の様子，話し合い時の児童の
発言，ノートの記述内容などの観察に基づいて評価する。
ノート分析：授業後に児童のノートやワークシートなどを回収し評価する。
ペーパーテスト：単元で学習した知識・技能などの内容が定着しているかを評価する。

参考資料p.51,53



3. 単元における観点別学習状況の評価の進め方
• 「知識・技能」
• 「思考・判断・表現」
• 「主体的に学習に取り組む態度」



３（１）「知識・技能」の評価の進め方

• 「総括の資料にするために記録に残す評価」を行う機会を
単元末にすることが考えられる。

• 単元末のみで評価するのではなく，毎時間，児童の学習
状況を把握し，特に「努力を要する」状況と考えられる児
童には確実に習得できるように指導することが大切である。

参考資料p.5１



３（２）「知識・技能」のペーパーテストによる評価
問題１
２７ｍのなわを４ｍずつ切って，なわとびのなわをつくります。
何本とれて何ｍあまりますか。
（式）

（答え）

問題２
子どもが３０人います。４人乗りの車に分かれて乗ります。
みんなが乗るには，車は何台あればよいですか。
答えの理由も書きなさい。
（式）

（答え）
（答えの理由）

思考・判断・表現②
余りのある除法の余りについて，日
常生活の場面に応じて考えている。

知識・技能①
包含除や等分除など，除法の意
味について理解し，それが用いられ
る場合について知っている。

参考資料p.55



３（３）「思考・判断・表現」の評価の進め方
• 授業中の発言や話合いなどの活動の様子と，個人解決
時の問題解決の様子，適用問題や活用問題の解決の
様子や学習感想などの振り返りといったノート等の記述内
容から評価の情報を収集するのが望ましい。

• 単元の評価規準の評価内容ごとに，授業中の問題発見
や解決の時間において，評価機会の後半に，主として
「総括の資料にするために記録に残す評価」を行う機会を
設定することが考えられる。

参考資料p.51



３（４）事例３ 第５学年 四角形と三角形の面積 指導と評価の計画
時
間 ねらい・学習活動

評価規準（評価方法）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１ 平行四辺形の面積の求め方を考え，説明することができる。 ・思①（ノート分析，
行動観察）

・態①（ノート分析，
行動観察）
・態②ノート分析，行
動観察）２ 平行四辺形の面積の公式をつくり出し，それを適用して面積を

求めることができる。
・知②（ノート分析，
行動観察）

・思②（ノート分析，
行動観察）

３ 高さが平行四辺形の外にある場合でも，平行四辺形の面積の
公式を適用できることを理解する。
どんな平行四辺形でも，底辺の長さと高さが等しければ，面積
は等しくなることを理解する。

・知①（ノート
分析，行動観
察）

・思①（ノート分析，
行動観察）

４ 三角形の面積の求め方を考え，説明することができる。 ・思①（ノート分析，
行動観察）

５ 三角形の面積を求める公式をつくり出し，それを適用して面積を
求めることができる。

・知②（ノート
分析）

・思②（ノート分析，
行動観察）

６ 高さが三角形の外にある場合でも，三角形の面積の公式を適
用できることを理解する。
どんな三角形でも，底辺の長さと高さが等しければ，面積は等し
くなることを理解する。

・知①（ノート分析，
行動観察）

・思①（ノート分析，
行動観察）

７ 台形の面積の求め方を考え，説明することができる。 ○思①（ノート分
析，行動観察）

〇態①（ノート分析，
行動観察）

８ 台形の面積を求める公式をつくり出し，それを適用して面積を求
めることができる。

・知②（ノート分析，
行動観察）

○思②（ノート分
析，行動観察）

○態②（ノート分析，
行動観察）

９ ひし形の面積の求め方を考え，説明することができる。
ひし形の面積を求める公式をつくり出し，それを適用して面積を
求めることができる。

・知①②（ノート分
析行動観察）

・思①②（ノート分
析，行動観察）

○態②（ノート分析，
行動観察）

10 学習内容の定着を確認する。（評価テスト） 〇知①②（ペー
パーテスト） 参考資料pp.68-70

知識・技能 思考・判断・表
現

主体的に
学習に取り組
む態度

①必要な部分
の長さを用いる
ことで，三角形，
平行四辺形，
ひし形，台形
の面積は計算
によって求める
ことができること
を理解している。
②三角形，平
行四辺形，ひ
し形，台形の
面積を，公式
を用いて求める
ことができる。

①三角形，平
行四辺形，ひ
し形，台形の
面積の求め方
を，求積可能
な図形の面積
の求め方を基に
考えている。

②見いだした求
積方法や式表
現を振り返り，
簡潔かつ的確
な表現を見いだ
している。

①求積可能な
図形に帰着さ
せて考えると面
積を求めること
ができるというよ
さに気付き，
三角形，平行
四辺形，ひし
形，台形の面
積を求めようと
している。
②見いだした求
積方法や式表
現を振り返り，
簡潔かつ的確
な表現に高めよ
うとしている。



３（５）事例２ 第６学年 分数のわり算 単元の評価規準 指導と評価の計画

知識・技能 思考・判断・表
現

主体的に
学習に取り組
む態度

①除数が分数
である分数の除
法の意味につい
て，小数の除
法の計算の考
え方を基にして，
理解している。
②分数の除法
の計算ができる。
③分数の除法
について，整数
の場合と同じ関
係や法則が成り
立つことを理解
している。

①分数の除法
について，数の
意味と表現をも
とにしたり，除
法に関して成り
立つ性質を用い
たりして，計算
の仕方を多面
的に捉え考えて
いる。
②逆数を用いて
除法を乗法とし
てみたり，整数
や小数の乗法
や除法を分数
の場合の計算
にまとめたりして
いる。

①学習したこと
をもとに，分数
の除法の計算
の仕方を考えた
り，計算の仕
方を振り返り多
面的に捉え検
討したりしようと
している。
②整数や小数
の乗法や除法
を分数の乗法
の計算にまとめ
ることができるよ
さに気付き，学
習に活用しよう
としている。

時
間

ねらい・学習活動 評価規準（評価方法）

知識・技能 思考・判断・
表現

主体的に
学習に取り組む態度

１ 除数が分数である場合の除法の意味やその計算の仕方について考える。
・問題場面を立式し，立式の理由を説明する。
・除数が単位分数である場合の除法の計算の仕方について説明する。

○知①（行動観察，
ノート分析）

・思①（行動
観察，ノート
分析）

２・
３
本
時

除数が分数である場合の除法の計算の仕方について，多面的に考える。
・除数が分数である場合の除法の計算の仕方について説明する。
・分数の除法について，整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを知る。
・分数の除法は，除数の逆数をかければよいことが分かる。

○思①（行
動観察，ノー
ト分析）

◯態①（行動観察，
ノート分析）

４ 除数が分数である場合の計算に習熟する。
・(真分数)÷(真分数)の計算に取り組む（計算途中で約分する場合を含む）。
・(整数)÷(分数)の計算や帯分数を含む除法の計算について，(真分数)÷(真
分数)の計算の仕方をもとに説明する。
・３口の分数の乗除混合計算に取り組む。

・知②（ノート分
析）

５ １より小さい分数でわると，商は被除数より大きくなることが分かる。
・１より小さい分数でわる場合と，１より大きい分数でわる場合の商の大きさと被
除数の大きさを比べ，結果についてまとめる。

・知①（ノート分
析）

６ 問題場面に合わせて演算を考えて立式し，その根拠を説明することができる。
・数量の関係を適切に捉え，分数の乗除法の演算決定し，その理由を説明す
る。

・知①（ノート分
析）

７ 分数，小数，整数の混じった乗除の計算の仕方について考える。
・分数で表すと計算できることを理解し，計算する。

○思②（行
動観察・ノート
分析）

○態②（行動観察・
ノート分析）

８ 単元の内容についての定着を確認し，理解を確実にする。
・様々な問題に取り組み学習内容を振り返る。
・自分の課題を確認する

・知①②③（行
動観察，ノート
分析）

９ 単元の内容についての定着を確認し，理解を確実にする。
・テストを通して学習内容を振り返る。

○知①②③
（ペーパーテス
ト）

参考資料pp.59-60



３（６）事例２ 第６学年 分数のわり算 第２・３時の展開と評価
主な学習活動と児童の反応 留意点と評価（＊留意点・評価）

１．問題場面を把握し，式を立てる。

・２
５

÷３
４

・ｘ×３
４
＝２
５

ｘ＝２
５

÷３
４

＊前時では，「１
４
dLのペンキで板を２

５
㎡ぬることができました。このペンキ１
dLでは，板を何㎡ぬることができます
か。」という問題に取り組み，除数が
単位分数である場合の除法の計算
の仕方を考えることに取り組んでいる。
問題を把握する際には，前時との違
いを確認するとともに，前時をもとに
しながら，立式を行い，その理由を
共有する。

２．本時の問題を把握する。

２
５

÷３
４
の計算の仕方をいろいろな方法で考えよう。

・前時で，２
５
÷１
４
の計算の仕方を，どのような方法で考えたかを振り返る。

・小数に直す ・数直線を使う ・わり算の性質を使う。

＊２
５
÷１
４
の計算の仕方をどのように考

えたかについて振り返り，２
５
÷３
４
の計

算の仕方について見通しをもたせる。

３
４

dLのペンキで板を２
５
㎡ぬることができました。

このペンキ１dLでは，板を何㎡ぬることができますか。

本時の目標
除数が分数である場合の除

法の計算の仕方について，多
面的に考える。

参考資料p.61



推奨フォント：メイリオ

１．
主な学習活動と児童の反応 留意点と評価（＊留意点 ・評

価）

３．自力解決をする。－計算の仕方を考える－
・分数を小数に直して ・単位分数に戻して

・わる数，わられる数を整数に ・わる数を１に

・わる数を整数に（誤答）

＊前時をもとにしながらいろいろ
な方法で計算の仕方を考え，
丁寧に説明していくように促す。
・態①学習したことをもとに，分
数の除法の計算の仕方を考えて
いる。（行動観察，ノート分
析）
・思①分数の除法について，数
の意味と表現をもとにしたり，除
法に関して成り立つ性質を用い
たりして，計算の仕方を多面的
に捉え考えている。（行動観察，
ノート分析）
＊考えを進められず悩んでいる
児童には，前時のノートを見返
すように促し，前時の２

５
÷１
４
の計

算の仕方を説明するときにはどの
ようにしていたか，同じ着想が使
えないかと問いかける。
＊左記のように考えた児童に対
して，他の方法でも同じ答えに
なるのか確かめるように促し，自
分で誤りに気付けるようにする。
また，考える姿勢を価値付けし
つつ，どのように誤りを直したら，
正しい考えとなるかを検討させる。

参考資料pp.61-62

３（７）事例２ 第６学年 分数のわり算 第２・３時の展開と評価

本時の目標
除数が分数である場合の除

法の計算の仕方について，多
面的に考える。

指導に生かす評価



推奨フォント：メイリオ

１．
主な学習活動と児童の反応 留意点と評価（＊留意点 ・評価）

４．考えを共有し，検討する。
・ ８
１５

㎡になる。

・（分数を小数に直す方法）(小数)÷(小数)ならできるから，２
５
を0.4，３

４
を

0.75にして，0.4÷0.75を計算すると0.533…になる。
・（単位分数に戻して考える方法）前の時間で，dLのときを考えたから，ま
ずは，２

５
を÷３して，１

４
dLでぬれる面積を求めて，それを４倍して求める。

・（わる数，わられる数を20倍して，整数に直して計算する方法）わる数と
わられる数に同じ数をかけても商はかわらないから，わる数，わられる数に分
母の最小公倍数の20をかけて，整数にして計算する。

＊答えの確認後，計算の仕方に加えて，なぜそのように考えたのかも問い，
着想や考えの根拠も共有する。また，必要に応じて，発表を途中で止め，
それまでに出された式や図などをもとに，続きをどのように考えたのかを予想させ
たり，続きをペアで説明したりする等の活動を取り入れる。それにより，その考
えが思いつかなった児童も，共有を通して出合った考えを自分のものとしなが
ら，多面的に考えていけるようにしていく。
＊誤った計算の仕方も取り上げ，どのように直せば，正しい考えとなるのかを
クラス全体で検討する。
＊「わる数とわられる数に同じ数をかけても商はかわらない」というわり算の性質
を用いた考えが出された際，大きな数のわり算や(小数)÷(小数)の際にも，
わり算の性質を用いて計算の仕方を考えたことを確認する。

５．計算の仕方をまとめたり，まとめた計算の仕方が正しいか確認したりする。
○それぞれの考えの共通点に着目し，計算の仕方をまとめる。
・どれも，今まで習ったことをもとにして考えている。
・（分数を小数にする仕方を除いて，）最後の式が，２×４

５×３
になっている。

・だから２
５

×４
３
となる。

○わる数の逆数をかければよいことが，別の数の場合（例えば３
８

÷２
７
）でも言

えるか，３
８

÷２
７
の計算の仕方を多面的に考え，共通点に着目して確かめる。

・同じように，３
８

÷２
７
は３
８

×７
２
になる。

＊計算の仕方を比較し，共通している部分に着目して，計算の仕方を簡
潔にまとめる。その後，他の数，例えば３

８
÷２
７
でも同じように，３

８
÷２
７
＝３
８

×７
２

になるかを確認する。
＊「２

５
÷３
４
」の答えを求められたことから次に何ができるのか考えさせ，「別の数

でもできるのか」「別の場面でもできるのか」といった一般化や発展的に考えるこ
とを促す。
＊当初の問題では多面的に考えることができなかったり，説明ができなかった
りしていても，この問題（３

８
÷２
７
）で多面的に考え，着想や根拠の説明をし，

過程を記述できることをめあてに取り組むように促す。
〇態①学習したことをもとに，分数の除法の計算の仕方を考えたり，計算の
仕方を振り返り多面的に捉え検討したりしようとしている。（行動観察，ノー
ト分析）
〇思①分数の除法について，数の意味と表現をもとにしたり，除法に関して
成り立つ性質を用いたりして，計算の仕方を多面的に捉え考えている。（行
動観察，ノート分析）

６．学習感想を書く。
○２時間の学習を振り返り，自分の学びを見つめる。

＊２時間の学習を通して何を学んだかを具体的に記述させる。

(分数)÷(分数)の計算は，わる数の逆数をかける。
ｂ
ａ
÷ｄ
ｃ
＝ｂ
ａ
×ｃ
ｄ

総括の資料にするために記録に残す評価

参考資料pp.62-63

３（８）事例２ 第６学年 分数のわり算 第２・３時の展開と評価

本時の目標
除数が分数である場合の除

法の計算の仕方について，多
面的に考える。



３（９）事例２ 第６学年 分数のわり算 第２・３時における「思考・判断・表現」の評価

〇思①分数の除法について，数の意味と表現をもとにしたり，除法に関して成り立つ性質を用いたりして，計算
の仕方を多面的に捉え考えている。（行動観察，ノート分析）

「おおむね満足できる」状況の記述例「十分満足できる」状況の記述例

「十分満足できる」状況：
計算の仕方を複数考えた上で，式に対してどのよう
に考えたか等の説明を加えている学習状況

「おおむね満足できる」状況：
これまでの既習事項を活用して，計算の仕方につい
て，複数の方法で考えている学習状況

参考資料pp.64-65



３（１０）「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方
• 「主体的に学習に取り組む態度」は授業中の問題発見や解決の過
程において，既習事項を活用したり，話合いの中で他者の意見を
参考にしたりする姿に表れたり，振り返ってよりよい表現や方法を考
えたり，新たな問題場面を見いだしたり，日常生活の場面において
活用しようとしたりする姿等に表れたりする。そこで，活動の様子や
ノート等の記述内容から評価の情報を収集することが考えられる。

• 評価内容ごとに，評価機会の後半に，主として「総括の資料にす
るために記録に残す評価」を行う機会を設定することが考えられる。

参考資料p.52



３（１１）事例１ 第３学年 単元「余りのあるわり算」指導と評価の計画
時
間

ねらい
・学習活動

評価規準（評価方法）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に

学習に取り組む態度

１・
２

余りがある場合でも除法を用いてよいことや，答えの
見つけ方を具体物や図などを用いて考える。

・思①（行
動観察，
ノート分析）

・態①（行動
観察，ノート
分析）３ 余りがある場合の除法の式の表し方や，余りなど用

語の意味を知る。
余りと除数の関係を理解する。
・余りと除数の関係を調べる。

・知①（ノート分
析）
・知③（ノート分
析）

４ 等分除の場面についても余りがある場合の除法が適
用できるかを考える。
・等分除の場面で，答えの見つけ方を考える。

○思①（行
動観察，
ノート分析）

５ 余りがある場合の除法計算について，答えの確かめ
方を知る。

・知②（ノート分
析）

６・
７

日常生活の場面に当てはめたときに，商と余りをどの
ように解釈すればよいかを考える。
・商に１を加える場合や加えない場合について，それ
ぞれ考える。

・思②（行
動観察，
ノート分析）

○態①（ノー
ト分析）

８ 学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。
（章末問題）

・知①②③（ノート
分析）

９ 学習内容の定着を確認する。（評価テスト） ○知①②③（ペー
パーテスト）

○思②（ノー
ト分析）

10 学習内容を適用して除法の問題を考えたり，解決
し合ったりする。

○態②（ノー
ト分析）

参考資料p.52

知識・技能 思考・判断・
表現

主体的に
学習に取り組
む態度

① 包含除や等
分除など，除法の
意味について理解
し，それが用いら
れる場合について
知っている。
② 除数と商が共
に１位数である除
法の計算が確実に
できる。
③ 割り切れない
場合に余りを出す
ことや，余りは除
数より小さいことを
知っている。

① 除法が
用いられる場
面の数量の
関係を，具
体物や図など
を用いて考え
ている。
② 余りのあ
る除法の余り
について，日
常生活の場
面に応じて考
えている。

① 除法が用
いられる場面
の数量の関
係を，具体
物や図などを
用いて考えよ
うとしている。
② 除法が用
いられる場面
を身の回りか
ら見付け，除
法を用いよう
としている。
（「わり算探
し」など）



３（１２）主体的に学習に取り組む態度（第３学年 余りのあるわり算）

第６時から第７時にかけて，
〇図の表し方が乗法的なものへと洗練されたノートの記述内容の例。

主体的に学習に取り組む態度①
除法が用いられる場面の数量の関係を，具体物や図などを用いて考えようとしている。

第６時 第７時
参考資料p.56



３（１３）事例３ 第５学年 四角形と三角形の面積 指導と評価の計画（10時間）

時
間 ねらい・学習活動

評価規準（評価方法）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１ 平行四辺形の面積の求め方を考え，説明することができる。 ・思①（ノート分析，
行動観察）

・態①（ノート分析，
行動観察）
・態②ノート分析，行
動観察）２ 平行四辺形の面積の公式をつくり出し，それを適用して面積を

求めることができる。
・知②（ノート分析，
行動観察）

・思②（ノート分析，
行動観察）

３ 高さが平行四辺形の外にある場合でも，平行四辺形の面積の
公式を適用できることを理解する。
どんな平行四辺形でも，底辺の長さと高さが等しければ，面積
は等しくなることを理解する。

・知①（ノート分析，
行動観察）

・思①（ノート分析，
行動観察）

４ 三角形の面積の求め方を考え，説明することができる。 ・思①（ノート分析，
行動観察）

５ 三角形の面積を求める公式をつくり出し，それを適用して面積を
求めることができる。

・知②（ノート
分析）

・思②（ノート分析，
行動観察）

６ 高さが三角形の外にある場合でも，三角形の面積の公式を適
用できることを理解する。
どんな三角形でも，底辺の長さと高さが等しければ，面積は等し
くなることを理解する。

・知①（ノート
分析，行動観
察）

・思①（ノート分析，
行動観察）

７ 台形の面積の求め方を考え，説明することができる。 ○思①（ノート分
析，行動観察）

〇態①（ノート分析，
行動観察）

８ 台形の面積を求める公式をつくり出し，それを適用して面積を求
めることができる。

・知②（ノート分析，
行動観察）

○思②（ノート分
析，行動観察）

○態②（ノート分析，
行動観察）

９ ひし形の面積の求め方を考え，説明することができる。
ひし形の面積を求める公式をつくり出し，それを適用して面積を
求めることができる。

・知①②（ノー
ト分析行動観
察）

・思①②（ノート分
析，行動観察）

○態②（ノート分析，
行動観察）

10 学習内容の定着を確認する。（評価テスト） 〇知①②（ペー
パーテスト） 参考資料pp.68-70

知識・技能 思考・判断・表
現

主体的に
学習に取り組
む態度

①必要な部分
の長さを用いる
ことで，三角形，
平行四辺形，
ひし形，台形
の面積は計算
によって求める
ことができること
を理解している。
②三角形，平
行四辺形，ひ
し形，台形の
面積を，公式
を用いて求める
ことができる。

①三角形，平
行四辺形，ひ
し形，台形の
面積の求め方
を，求積可能
な図形の面積
の求め方を基に
考えている。

②見いだした求
積方法や式表
現を振り返り，
簡潔かつ的確
な表現を見いだ
している。

①求積可能な
図形に帰着さ
せて考えると面
積を求めること
ができるというよ
さに気付き，
三角形，平行
四辺形，ひし
形，台形の面
積を求めようと
している。
②見いだした求
積方法や式表
現を振り返り，
簡潔かつ的確
な表現に高めよ
うとしている。



３（１４）本単元における「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」の評価の関係

思考・判断・表現 主体的に
学習に取り組む態度 思考・判断・表現 主体的に

学習に取り組む態度
評価
規準

①三角形，平行四
辺形，ひし形，台
形の面積の求め方を，
求積可能な図形の
面積の求め方を基に
考えている。

①求積可能な図形に
帰着させて考えると面
積を求めることができる
というよさに気付き，三
角形，平行四辺形，
ひし形，台形の面積を
求めようとしている。

②見いだした求積方
法や式表現を振り返
り，簡潔かつ的確な
表現を見いだしてい
る。

②見いだした求積方法
や式表現を振り返り，
簡潔かつ的確な表現に
高めようとしている。

「おお
むね
満足
でき
る」状
況

既習の求積可能な
図形に帰着させて，
面積を求めている。

既習の求積可能な図
形に帰着させて，面積
を求めようとしている。

求積方法やその式
表現を振り返り，面
積を求めたい図形の
構成要素に着目して
言葉の式をつくってい
る。

求積方法やその式表
現を振り返り，面積を
求めたい図形の構成要
素に着目して言葉の式
をつくろうとしている。

「十分
満足
でき
る」状
況

複数の方法で，既
習の求積可能な図
形に帰着させて，面
積を求めている。

複数の方法で，既習
の求積可能な図形に
帰着させて，面積を求
めようとしている。

複数の求積方法や
その式表現を振り返
り，面積を求めたい
図形の構成要素に
着目して言葉の式を
つくっている。

複数の求積方法やその
式表現を振り返り，面
積を求めたい図形の構
成要素に着目して言
葉の式をつくろうとしてい
る。

参考資料p.71



３（１５）第７時における「主体的が学習に取り組む態度」の指導と評価

第７時の目標
台形の面積の求め方を考

え，説明することができる。

主な学習活動と児童の反応 留意点と評価（＊留意点・評価）

１．問題場面を把握する。
図のような台形の面積を求めましょう。

２．自力解決する。
・解決① ・解決②

・解決③
・解決④

・解決⑤

３．発表・検討する。
・解決①：三角形と長方形に分けて面積を求める。
・解決②：倍積変形して，平行四辺形に直す。
・解決③：等積変形で，平行四辺形に直す。
・解決④：上底と下底を等しくするように等積変形して長方形

に直す。
・解決⑤：高さを半分にすることで長方形に直す。
４．学習を振り返り，まとめる。
・学習感想を書く。

＊課題を提示するときには，１マス
１㎝の方眼の上に図形をおくとともに，
面積を求めるのに必要な要素の長さ
は，児童の求めに応じて提示するよ
うにする。
・思①台形の面積の求め方を，求
積可能な図形の面積の求め方を基
に考えている。
・態①求積可能な図形に帰着させて
考えると面積を求めることができるとい
うよさに気付き，台形の面積を求め
ようとしている。
＊発表・検討場面では，素朴な解
決から取り上げるようにし，前の解決
方法で用いられた着想と「似ている
点」を発表させることで，「既習の求
積可能な図形に直した」という着想を
明示化するようにする。

参考資料p.72



３（１６）第７時における「主体的に学習に取り組む態度」の評価

参考資料p.73



３（１７）第９時における「主体的が学習に取り組む態度」の指導と評価

第９時の目標
ひし形の面積の求め方を考え，
説明することができる。
ひし形の面積を求める公式を
つくり出し，それを適用して面積
を求めることができる。

参考資料p.74

主な学習活動と児童の反応 留意点と評価（＊留意点・評価）
１．問題場面を把握する。
図のようなひし形の面積を求めましょう。

２．自力解決する。
・解決① ・解決②

・解決③ ・解決④

３．発表・検討する。
・解決①，②：三角形に分割して長方形にする。
・解決③：等積変形で，平行四辺形に直す。
・解決④：長方形の半分と考える。
４．解決方法の振り返りから公式を導く。
・幾つもの方法で面積を求めることができたことをまとめる。
・個々の解法の着想を振り返り，共通点を見いだし，ひし形
の面積を求める言葉の式をつくる。

５．学習を振り返り，まとめる。
・学習感想を書く。

＊課題を提示するときには，１マス１
㎝の方眼の上に図形をおくとともに，面
積を求めるのに必要な要素の長さは，
児童の求めに応じて提示するようにする。

＊発表・検討場面では，素朴な解決
から取り上げるようにし，前の解決方法
で用いられた着想と「似ている点」を発
表させることで，「既習の求積可能な図
形に直した」という着想を明示化するよう
にする。
＊共通点を見いだす発言がない場合に
は，式表現と図を対応させつつ，解決
方法を再度確認することで，共通の要
素を見いださせるようにする。
・態②見いだした求積方法や式表現を
振り返り，簡潔かつ的確な表現に高め
ようとしている。



３（１８）ノート記述を評価する際の児童の学習状況（第９時）
児童の学習状況 具体的な記述例

「おおむ
ね満足
できる」
状況

・ひし形の面積を求め
る際に，どのように計
算したのかを言葉の式
で表すことを考えてノー
トに書いている。

例：私は大きな長方形の半分の面積だと考えて，
（縦の対角線）×（横の対角線）÷２とした。
例：対角線で切って，三角形を移動して長方形
にして計算したら８×２となり，言葉の式でいうと，
（横の対角線）×（縦の対角線の半分）となっ
た。

「十分
満足で
きる」状
況

・ひし形の面積を求め
てどのように計算したの
かを言葉の式に表し，
他の方法でも同じよう
な言葉の式を導くこと
ができるかを考えてノー
トに書いている。

例：対角線で切って，三角形を移動して長方形
にして計算したら８×２となり，言葉の式でいうと，
（横の対角線）×（縦の対角線の半分）となっ
た。
また，縦の対角線で切って２つの三角形を求め
て最後に合わせる方法だと，４×４÷２×２となり，
（横の対角線の半分）×（縦の対角線）となっ
た。どちらも，（縦の対角線）と（横の対角線）
と（半分）があるのでどちらを半分にしても計算で
きる。

参考資料pp.75-76



• 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』にある「具体的な内容のまと
まりごとの評価規準」から「単元の評価規準」を作成する。

• 「単元の評価規準」の文言をそのまま「指導と評価の計画」に使い，毎時間ごとに評価規準を
作成しない。

• 「知識・技能」の評価：
• 単元の最後の「ペーパーテスト」で「記録に残す評価」
• ペーパーテストの文章問題の立式は，数学的な考え方ではなく「知識・技能」

• 「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」の評価
• 同じ評価規準については，単元の中で高まると考えて，その評価機会の後半に「記録に
残す評価」

• 主に授業中の「行動観察」や授業後の「ノート分析」で評価
• 「主体的に学習に取り組む態度」は「～考えようとしている」で，
「思考・判断・表現」は「～考えている」なので，「思考・判断・
表現」考えることができたという結果も含む。

＊小学校算数科における学習評価のポイント



新学習指導要領に対応した学習評価
（小学校 算数科）

文部科学省
初等中等教育局 教育課程課
教科調査官 笠井 健一
ご静聴、ありがとうございました。


